
の
“
蛍
茸
ｗ
“
〈
二
聿
即

ｌ
西
宮
市
・
名
塩
Ｉ

共
催
洋
学
史
学
会
・
医
学
切
手
友
の
会
関
西
支
部

と
き
一
九
九
二
（
平
成
四
年
）
九
月
二
十
七
日
目
）
午
前
十
時
～

午
後
四
時
半
、
学
会
講
演
は
午
前
十
時
～
正
午

と
こ
ろ
西
宮
市
塩
瀬
町
名
塩
二
四
八
九
塩
瀬
農
業
協
同
組
合
本
所

会
議
室
（
二
階
）
電
話
○
七
九
七
’
六
一
’
○
六
二

歓
迎
の
こ
と
ば
中
山
沃

小
型
記
念
通
信
日
付
印
の
紹
介
石
原
理
年

〈
学
会
講
演
〉

一
、
紙
漉
の
里
名
塩
の
む
か
し亥
野
彊
（
神
戸
山
手
女
子
短
大
）

二
、
牛
痘
種
痘
法
展
開
の
一
視
点
Ｉ
小
林
安
石
を
め
ぐ
る
問
題

浅
井
允
晶
（
堺
女
子
短
大
）

三
、
京
都
１
名
塩
往
復
書
状
に
見
え
る
医
事
、
そ
の
他

中
山
沃
（
西
宮
市
）

〈
見
学
〉

案
内
》
中
山
沃

一
、
緒
方
洪
庵
夫
人
八
重
の
生
家
億
川
家
跡
（
会
場
の
農
協
の
あ
る
所

消
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
夏
季
大
会

息

壼
手

I
第
一
四
回
北
陸
医
史
学
同
好
会
（
日
本
医
史
学
会
北
陸
支
部
）

総
会
・
例
会

平
成
四
年
八
月
九
日
“
東
洋
医
学
臨
床
研
究
所

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
一
四
回
定
例
総
会

〈
一
般
演
題
〉

一
、
大
野
藩
儒
筈
松
邨
九
山
の
著
書
「
大
野
見
在
本
」
に
つ
い
て

福
井
県
大
野
市
岩
治
勇
一

二
、
富
山
藩
西
洋
医
学
所
の
医
師
に
つ
い
て

石
川
県
金
沢
市
赤
祖
父
一
知

三
、
高
岡
長
崎
家
に
伝
わ
る
「
方
意
便
蒙
』
に
つ
い
て

ｌ
越
中
高
岡
神
農
講
の
記
録
ｌ富
山
県
富
山
市
正
橋
剛
二

で
、
八
重
夫
人
の
胸
像
あ
り
）

二
、
名
塩
紙
の
紙
漉
き
（
谷
野
武
信
氏
宅
）

三
、
億
川
家
墓
碑
・
名
塩
紙
開
祖
東
山
弥
右
衛
門
墓
碑
（
定
期
バ
ス
利

用
予
定
）

四
、
名
塩
御
坊
教
行
寺
（
本
願
寺
八
代
宗
主
蓮
如
上
人
開
基
、
一
四
七
五

年
頃
）

境
内
に
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
発
見
者
高
峰
讓
吉
の
協
力
者
上
中
啓
三

（
名
塩
生
ま
れ
）
の
顕
彰
碑
あ
り
、
ま
た
遺
族
よ
り
教
行
寺
に
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
抽
出
時
の
実
験
ノ
ー
ト
寄
贈
。
そ
の
他
、
教
行
寺

寺
宝
を
若
干
展
示
。
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京
都
府
長
岡
京
市
石
原
理
年

六
、
烏
巣
道
人
謙
斎
著
「
医
療
手
引
草
」
に
つ
い
て

石
川
県
金
沢
市
山
田
祥
二

七
、
金
沢
医
学
館
卒
業
生
に
つ
い
て

石
川
県
金
沢
市
寺
畑
喜
朔

八
、
西
尾
幾
治
「
看
護
婦
養
成
の
実
際
』
二
九
三
九
）
に
つ
い
て

大
阪
府
豊
中
市
長
門
谷
洋
治

〈
特
別
講
演
〉

北
陸
の
漢
方
典
籍
ｌ
医
史
的
考
察

石
川
県
金
沢
市
多
留
淳
文

一
例
会
記
録
燕
；
二

六
月
例
会
平
成
四
年
六
月
二
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
足
立
長
焦
訳
「
産
科
礎
」
の
原
本
蔵
方
宏
昌

一
ビ
デ
オ
鑑
賞
「
テ
レ
ビ
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
鴎
外
の
敗
北
」

Ｋ
Ｂ
Ｃ
九
州
朝
日
放
送
制
作

九
月
例
会
平
成
四
年
九
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
三
番
教
室

一
ル
イ
・
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
の
九
月
大
村
敏
郎

一
中
国
本
草
の
受
容
史
真
柳
誠

五
、
北
陸
に
齢
け
る
医
の
郵
便
印

四
、
明
治
二
十
一
年
石
川
県
衛
生
一
覧
表
に
つ
い
て

へ
必
雰
必
父
紹
介
宗
肌
（
丙
坐
誌
必
需
必
需
必
宗
巡
章
肌
受

石
川
県
金
沢
市
橋
本
和
夫

著
者
は
本
学
会
々
員
で
あ
る
が
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
を
出
た
歴
史

学
者
で
あ
る
。
既
に
『
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
』
『
死
と
病
と
看
護
の

社
会
史
」
等
の
単
行
本
を
刊
行
し
て
世
に
問
う
て
い
る
。
今
回
の
こ
の

書
も
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
近
年
わ
が
国
で
大
き
な
問
題
と

な
り
つ
つ
あ
る
「
老
い
と
看
取
り
」
を
社
会
史
的
観
点
か
ら
取
り
上
げ

た
も
の
で
あ
る
。
月
刊
誌
「
総
合
社
会
保
障
」
に
一
年
間
連
載
し
た
も

の
を
ベ
ー
ス
と
し
て
ま
と
め
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
本
の
章
立
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
、
老
い
を
迎
え
る

年
齢
、
第
二
章
、
前
近
代
社
会
に
お
け
る
老
い
の
評
価
、
第
三
章
、
老

い
と
病
、
第
四
章
、
老
人
介
護
を
支
え
る
孝
の
論
理
と
仏
罰
、
第
五
章
、

老
い
の
生
活
規
範
、
第
六
章
、
近
世
の
医
書
「
病
家
須
知
』
に
み
る
看

護
、
第
七
章
、
近
代
の
家
庭
看
護
と
斉
家
論
。

ま
ず
通
読
し
た
感
想
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
と
、
内
容
が
甚
だ
盛
り
沢

山
で
読
む
の
に
骨
が
折
れ
る
感
じ
で
あ
る
。
古
記
録
、
歴
史
害
、
文
学

害
、
医
書
等
か
ら
博
引
考
証
の
資
料
が
次
か
ら
次
へ
と
出
て
来
て
、
著

者
の
言
い
た
い
こ
と
が
ど
の
辺
に
あ
る
の
か
わ
か
り
難
い
憾
み
が
あ
る
。

著
者
は
「
あ
と
が
き
」
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
老
い
観
と
死
生
観
の
変
遷
を
、
老
い
を
看

取
る
人
、
看
取
ら
れ
る
人
の
双
方
の
立
場
か
ら
辿
る
こ
と
を
試
み
た
が
、

新
村
拓
著
「
老
い
と
看
取
り
の
社
会
史
』

(158)


